
唐
初
期
に
お
け
る
五
姓
各
別
説
に
つ
い
て

円
測
と
基
の
議
論
を
中
心
に

吉

村

誠

早

稲

田

大

学

一

序

言

五
姓
各
別
説
は

伽
行
派
の
思
想
で
あ
り
、
日
本
で
は
法
相
宗
の
教
義
で
あ
る
が
、
特
に
無
性
有
情
を
唱
え
る
こ
と
で
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。
無
性
有
情
に
は
悟
り
の
因
子
が
な
く
、
た
と
え
善
行
を
積
ん
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
が
成
仏
に
結
び
つ
か
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

中
国
で
五
姓
各
別
説
が
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
玄

（
六
〇
二
｜
六
六
四
）
が

伽
師
地
論

（
六
四
八
年
訳
出
。
以
下

伽
論

と

略
す
）
と

仏
地
経
論

（
六
九
四
年
訳
出
）
を
翻
訳
し
て
か
ら
で
あ
る
。
初
め
に
異
論
を
唱
え
た
霊
潤
と
そ
れ
に
応
酬
し
た
神
泰
は
、
と

も
に
玄

の
訳
場
に
最
初
か
ら
参
加
し
て
い
る

１
の
で
、
五
姓
各
別
説
は

伽
論

等
の
翻
訳
当
初
か
ら
議
論
を
呼
ん
で
い
た
よ
う
で
あ

る
。
五
姓
各
別
説
を
め
ぐ
る
論
争
は
、
法
宝
と
慧
沼
の
論
争
で
頂
点
を
迎
え
る
こ
と

２
か
ら
、
中
国
で
は
主
と
し
て
七
世
紀
後
半
の
思
想
課

題
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
霊
潤
と
神
泰
、
法
宝
と
慧
沼
の
論
争
に
つ
い
て
は
既
に
先
学
の
研
究
が
あ
る

３
た
め
、
本
稿
は
二
つ
の

論
争
の
中
間
に
位
置
す
る
円
測
と
基
の
議
論
を
中
心
と
し
て
、
唐
初
期
に
お
け
る
五
姓
各
別
説
の
理
解
に
つ
い
て

察
す
る
こ
と
に
し
た

い
。

一
七
九

唐
初
期
に
お
け
る
五
姓
各
別
説
に
つ
い
て
（
吉
村

誠
）



円
測
と
基
は
玄

の
高
弟
で
あ
り
、
唯
識
学
派
を
代
表
す
る
学
匠
で
あ
る
。
た
だ
し
、
円
測
の
思
想
的
立
場
に
つ
い
て
は
注
意
を
要
す

る
。
円
測
は
一
般
に
、
玄

門
下
で
あ
り
な
が
ら
五
姓
各
別
に
は
賛
同
せ
ず
、
一
切
皆
成
を
主
張
し
た
と
評
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

円
測
の

解
深
密
経
疏

に
は
五
姓
各
別
説
に
も
と
づ
く
解
釈
が
多
数
見
ら
れ
、
こ
こ
に
通
説
と
矛
盾
を
生
じ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題

に
つ
い
て
、
近
年
、
通
説
は
誤
解
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
円
測
は
五
姓
各
別
論
者
で
あ
る
こ
と
が
論
証
さ

４
れ
た
。
円
測
は
新
訳
に
依
拠
し

て
五
姓
各
別
を
主
張
し
、
そ
の
立
場
か
ら
旧
来
の
学
説
が
依
用
し
て
き
た
経
論
を
会
通
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に

え
て
初
め
て

解
深
密
経
疏

の
文
脈
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

円
測
と
基
は
と
も
に
五
姓
各
別
論
者
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
円
測
が
一
切
皆
成
論
者
で
あ
る
と
誤
解
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
は
、
両

者
の
五
姓
各
別
観
に
は
何
ら
か
の
相
違
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
五
姓
各
別
論
争
の
経
緯
を
踏
ま
え
た
上
で
、

円
測
と
基
の
五
姓
各
別
に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て
検
討
し
、
二
人
の
思
想
の
特
徴
と
そ
こ
に
差
異
が
生
じ
た
理
由
に
つ
い
て

察
し
て
い

き
た
い
。

二

五
姓
各
別
論
争
の
経
緯

円
測
は

解
深
密
経
疏

に
お
い
て
、
当
時
の
五
姓
各
別
論
争
を
一
切
皆
成
論
者
と
五
姓
各
別
論
者
と
の
対
立
で
あ
る
と
捉
え
、
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

然
此
一
乗
聖
教
甚
多
、
訳
者
非
一
意
趣
深
遠
。
是
故
新
旧
競
興

論
。
一
真
諦
等
一
類
諸
師
、
依
法
華
等
諸
経
及
論
、
皆
作
此
説
一

切
衆
生
皆
有
仏
性
。
…
中
略
…
二
者
大
唐
三
蔵
、
依
諸
経
論
立
有
五
姓
、
無
姓
有
情
無
涅
槃
性
、
定
性
二
乗
必
不
成
仏
。

（

続
一
｜
三
四
、
三
八
八
左
下
｜
三
九
〇
右
上
）

一
八
〇

唐
初
期
に
お
け
る
五
姓
各
別
説
に
つ
い
て
（
吉
村

誠
）



論
争
は
一
乗
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
起
こ
さ
れ
、
旧
訳
の
経
論
に
も
と
づ
く
諸
師
は

一
切
衆
生
悉
有
仏
性

を
主
張
し
た
。
こ
れ
は
、

一
切
の
衆
生
に
仏
性
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
す
べ
て
が
成
仏
し
得
る
と
い
う
意
見
で
あ
る
。

真
諦
等
一
類
諸
師

と
あ
る
の
は
、

こ
の
意
見
が
主
に
摂
論
学
派
か
ら
発
せ
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
当
時
の
摂
論
学
派
は
、
真
諦
訳
の

摂
大
乗
論
釈

を
如
来
蔵
思

想
に
引
き
つ
け
て
解
釈
し
て
い
た
か
ら
で

５
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
玄

門
下
の
唯
識
学
派
は
新
訳
の
経
論
に
よ
っ
て
五
姓
各
別
を
立
て
、

無
姓
有
情
無
涅
槃
性
、
定
性
二
乗
必
不
成
仏

を
主
張
し
た
。
無
性
有
情
や
定
性
二
乗
（
声
聞
又
は
独
覚
に
決
定
し
て
大
乗
に
廻
向
し
な

い
種
姓
。
決
定
種
姓
）
は
悟
り
の
因
子
が
な
く
決
し
て
成
仏
し
な
い
。
即
ち
、
一
部
の
衆
生
は
成
仏
し
得
な
い
と
い
う
意
見
で
あ
る
。
唯

識
学
派
は
新
進
の
勢
力
で
あ
っ
た
が
、
新
訳
の
権
威
を
も
っ
て
示
さ
れ
た
五
姓
各
別
説
は
、
一
切
皆
成
説
を
奉
ず
る
旧
来
の
仏
教
徒
に
衝

撃
を
与
え
、
こ
こ
に
論
争
が
展
開
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

唯
識
学
派
の
五
姓
各
別
説
は

伽
論

を
典
拠
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
五
姓
は
各
所
に
断
片
的
に
説
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
総

合
し
て
初
め
て
五
姓
が
揃
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
、

仏
地
経
論

に
は
五
姓
の
す
べ
て
を
列
挙
し
た
記
述
が
あ
り
、
円
測
が

依
仏
地
論
、
有
五
種
性
。
義
如

６
常
説
。

と
述
べ
る
よ
う
に
、
唯
識
学
派
に
お
い
て
五
姓
各
別
説
の
標
準
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
の

記
述
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

無
始
時
来
一
切
有
情
有
五
種
性
。
一
声
聞
種
性
、
二
独
覚
種
性
、
三
如
来
種
性
、
四
不
定
種
性
、
五
無
有
出
世
功
徳
種
性
。
如
余
経

論
広
説
其
相
分
別
建
立
。
前
四
種
性
雖
無
時
限
、
然
有
畢
竟
得
滅
度
期
。
諸
仏
慈
悲
巧
方
便
故
。
第
五
種
性
、
無
有
出
世
功
徳
因
故
、

畢
竟
無
有
得
滅
度
期
。
諸
仏
但
可
為
彼
方
便
示
現
神
通
、
説
離
悪
趣
生
善
趣
法
。
彼
雖
依
教
勤
修
善
因
、
得
生
人
趣
乃
至
非
想
非
非

想
処
、
必
還
退
下
堕
諸
悪
趣
。
諸
仏
方
便
復
為
現
通
説
法
教
化
、
彼
復
修
善
得
生
善
趣
、
後
還
退
堕
受
諸
苦
悩
。
諸
仏
方
便
復
更
抜

済
、
如
是
展
転
窮
未
来
際
、
不
能
令
其
畢
竟
滅
度
。

（
大
正
二
六
、
二
九
八
ａ
）

一
八
一

唐
初
期
に
お
け
る
五
姓
各
別
説
に
つ
い
て
（
吉
村

誠
）



即
ち
、
衆
生
に
は
五
つ
の
種
性
が
あ
り
、
そ
の
う
ち

声
聞
種
性

独
覚
種
性

如
来
種
性

不
定
種
性

の
四
つ
は
諸
仏
の
慈

悲
方
便
に
よ
っ
て
、
時
を
待
て
ば
必
ず
成
仏
す
る
と
い
う
。
し
か
し
、

無
有
出
世
功
徳
種
性

（
無
性
有
情
）
だ
け
は
決
し
て
成
仏
せ
ず
、

た
と
え
諸
仏
の
導
き
に
よ
っ
て
善
因
を
修
め
た
と
し
て
も
、
輪
廻
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
必
ず
悪
趣
に
退
転
す
る
と
い

う
こ
と
が
繰
り
返
し
説
か
れ
て
い
る
。

こ
の
説
が
中
国
で
反
発
さ
れ
た
最
大
の
原
因
は
、
当
時
、
仏
性
・
如
来
蔵
の
思
想
が
仏
教
徒
の
間
に
定
着
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
に
あ
る
。

論
争
の
口
火
を
切
っ
た
霊
潤
は
、

一
切
衆
生
悉
有
仏
性
、
是
為

７
正
説
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
悉
有
仏
性
説
と
の
矛
盾
に
つ
い
て
、

仏
地
経
論

に
は
次
の
よ
う
な
説
明
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。

雖
余
経
中
宣
説
、
一
切
有
情
之
類
皆
有
仏
性
皆
当
作
仏
、
然
就
真
如
法
身
仏
性
、
或
就
少
分
一
切
有
情
、
方
便
而
説
。
為
令
不
定
種

性
有
情
、
決
定
速
趣
無
上
正
等
菩
提
果
故
。

（
大
正
二
六
、
二
九
八
ａ
）

即
ち
、

一
切
衆
生
悉
有
仏
性

の
説
は

真
如
法
身
仏
性

に
つ
い
て
言
わ
れ
た
も
の
、
ま
た
は
菩
薩
に
転
じ
得
る
一
部
の
衆
生
に

向
け
て
一
切
と
言
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
不
定
種
性
の
誘
引
を
目
的
に
し
た
方
便
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
説
明
は
五
姓
各
別
論

者
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
唯
識
学
派
の
会
釈
の
定
型
で
あ
る
少
分
一
切
説
や
理
性
行
性
説
の
有
力
な
根
拠
と
さ
れ
た
。
例
え
ば
、

円
測
は

解
深
密
経
疏

に
お
い
て
、

涅
槃
経

等
の
文
句
を
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。

若
爾
如
何
説
為
一
乗
、
前
所
引
教
如
何
会
釈
。
解
云
、
如
涅
槃
云
、

善
男
子
我
者
即
如
来
蔵
義
、
又
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
常
住
無

有
変
易
。

又
宝
性
論
第
一
巻
云
、

問
云
何
得
知
一
切
衆
生
有
如
来
蔵
義
、
答
依
一
切
諸
仏
平
等
法
性
身
、
知
一
切
衆
生
皆
有
如
来

蔵
。

如
此
等
教
、
皆
是
真
如
法
身
仏
性
、
此
即
五
姓
皆
有
仏
性
。
又
涅
槃
云
、

譬
如
有
人

乃
至

定
当
得
故

者
、
如
此
等
教
、

皆
是
行
仏
性
定
当
得
故
、
約
不
定
姓
少
分
而
説
。

（

続
一
｜
三
四
｜
三
九
〇
左
下
）

一
八
二

唐
初
期
に
お
け
る
五
姓
各
別
説
に
つ
い
て
（
吉
村

誠
）



即
ち
、
所
引
の

涅
槃
経

や

宝
性
論

に
説
か
れ
る
仏
性
・
如
来
蔵
は
、

真
如
法
身
仏
性

に
つ
い
て
言
わ
れ
た
も
の
で
、
そ

の
意
味
で
は
五
姓
の
す
べ
て
に
仏
性
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
後
者
の

涅
槃
経

の
一
節
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
行
性
が
見
込
ま
れ

る
一
部
（
少
分
）
の
者
、
即
ち
不
定
種
性
に
向
け
て
説
か
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
説
明
が

仏
地
経
論

の
議
論

を
借
り
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
理
性
行
性
説
が
積
極
的
に
読
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
。
こ
の
記
述
に

よ
る
と
円
測
は
、
仏
性
を
理
性
（
理
仏
性
）
と
行
性
（
行
仏
性
）
に
分
け
て

え
、

仏
地
経
論

の

真
如
法
身
仏
性

を
五
姓
の
す
べ

て
に
認
め
ら
れ
る
理
性
で
あ
る
と
し
、
不
定
種
姓
と
は
そ
の
中
で
行
性
が
見
込
ま
れ
る
一
部
の
者
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

当
時
、
理
性
行
性
説
は
そ
の
典
拠
が
唯
識
文
献
に
見
ら
れ
な
い
と
霊
潤
か
ら
批
判
さ
れ
て
い

８
た
が
、
円
測
の
解
釈
は
そ
の
典
拠
を

仏
地

経
論

の
記
述
中
に
求
め
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

理
性
行
性
説
に
つ
い
て
は
、
霊
潤
か
ら
次
の
よ
う
な
批
判
も
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

復
次
、
汝
言
有
理
性
無
行
性
者
、
是
義
不
然
。
何
以
故
。
但
有
理
性
則
有
行
性
。
故
涅
槃
経
云
、

断
善
根
人
以
現
在
世
煩
悩
因
縁

能
断
善
根
、
未
来
仏
性
力
因
縁
故
還
生
善
根
。

依
此
経
文
、
断
善
根
人
、
未
来
復
以
仏
性
力
故
、
還
生
善
根
。
不
得
定
執
無
有
行

性
。
又

伽
経
云
、

捨
一
切
善
根
一

提
者
、
復
以
如
来
神
力
故
、
或
時
善
根
生
。
所
以
者
何
。
為
如
来
不
捨
一
切
衆
生
故
。

依

此
経
判
、
捨
一
切
善
根
一

提
人
、
後
時
還
生
善
根
。
故
不
得
定
執
永
無
行
性
。

（

法
華
秀
句

、
伝
全
三
、
一
六
六
｜
一
六
七
）

霊
潤
は
理
性
が
あ
れ
ば
必
ず
行
性
が
あ
る
と
し
て
、

涅
槃
経

と

伽
経

を
引
用
し
、
断
善
根
（
一

提
）
で
あ
っ
て
も
仏
性

の
力
に
よ
っ
て
将
来
必
ず
ま
た
善
根
を
生
じ
る
と
力
説
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
修
善
の
価
値
を
無
み
す
る
無
性
有
情
説
へ
の
、
強
い
非

難
の
気
持
ち
が
現
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
の
憤
り
は
、
次
の
一
文
か
ら
も
窺
え
る
。

若
執
定
有
一
分
衆
生
永
不
成
仏
、
生
人
疑
謗
。
豈
魔
説
無
利
損
物
耶
。

（

法
華
秀
句

、
伝
全
三
、
一
五
七
）
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霊
潤
は
、
一
部
の
衆
生
が
永
久
に
成
仏
で
き
な
い
と
い
う
説
は
、
人
々
の
う
ち
に
仏
教
に
対
す
る
懐
疑
や
毀
謗
を
生
じ
さ
せ
、
衆
生
の

救
済
に
利
益
が
な
い
魔
説
で
あ
る
と
断
じ
て
い
る
。
中
国
で
は
歴
史
的
に
、
人
々
に
善
を
勧
め
国
の
教
化
を
助
け
る
と
い
う
こ
と
で
仏
教

が
公
認
さ
れ
、
仏
教
徒
も
道
生
の
一

提
成
仏
説
以
来
、
す
べ
て
の
人
が
悟
り
得
る
と
い
う
理
想
の
も
と
に
諸
善
奉
行
を
勧
進
し
て
き
た
。

そ
の
価
値
に
疑
義
を
差
し
挟
む
五
姓
各
別
説
は
、
旧
来
の
仏
教
徒
に
と
っ
て
看
過
し
難
い
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

三

解
深
密
経
疏

の
五
姓
各
別
説

次
に
、
円
測
の

解
深
密
経
疏

と
基
の

成
唯
識
論
掌
中
枢
要

か
ら
五
姓
各
別
に
関
す
る
記
述
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
論

の
特
徴
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
し

９
た
い
。
結
論
を
先
に
述
べ
れ
ば
、
円
測
の
関
心
は
不
定
種
姓
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
基

の
議
論
は
無
性
有
情
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
。

円
測
の
五
姓
各
別
に
関
す
る
議
論
は
、

解
深
密
経
疏

巻
四
の
三
乗
と
一
乗
に
関
す
る
議
論
の
中
に
、
最
も
ま
と
ま
っ
た
か
た
ち
で

見
出
せ
る
。
円
測
は

解
深
密
経

無
自
性
相
品
の
一
乗
義
の
注
釈
に

約
三
無
性
弁
一
乗
義

と
い
う
標
題
を
あ
げ
、
そ
れ
を

約
聖

道
弁
一
乗
義

趣
寂
声
聞
定
不
成
仏

向
声
聞
定
得
成
仏

に
三
分
し
て
い
る
。
先
ず

約
聖
道
弁
一
乗
義

に
お
い
て
、
一
切
皆

成
論
者
と
五
姓
各
別
論
者
の
双
方
の
主
張
を
列
挙
し
、
続
い
て
実
に
は
三
乗
の
差
別
が
あ
る
と
し
て
五
姓
各
別
説
に
言
及
し
て
い
る
。

言
五
姓
者
、
所
謂
三
乗
・
不
定
・
無
性
。
言
無
性
者
、
謂
於
身
中
無
有
三
乗
涅
槃
種
性
。
就
有
姓
中
有
其
四
種
。
一
声
聞
種
性
、
謂

於
身
中
唯
有
声
聞
涅
槃
種
性
。
二
独
覚
種
性
、
三
菩
薩
種
姓
、
此
二
種
姓
唯
同
声
聞
。
四
不
定
種
姓
、
謂
於
身
中
具
有
三
乗
涅
槃
種

姓
、
而
彼

心
定
趣
仏
果
。
由
仏
菩
薩
大
悲
方
便
所
摂
受
故
。
然
彼
種
姓
自
有
二
種
。
一
性
種
姓
、
二
習
種
姓
。
釈
此
種
姓
西
方
諸

師
諸
説
不
同
。
一
唯
本
非
新
。
如
護
月
菩
薩
亦
名
月
蔵
。
彼
立
唯
有
法
爾
種
子
而
無
新
薫
。
二
唯
新
非
本
。
如
難
陀
及
勝
軍
等
。
彼
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立
唯
有
新
薫
種
子
而
無
法
爾
。
三
亦
本
亦
新
。
如
護
法
菩
薩
、
具
立
新
薫
法
爾
二
種
子
。〔
本
所
有
種
〕
為
性
種
姓
、
新
所
薫
種
為

習
種
性
。
若
広
分
別
如
成
唯
識
第
二
巻
。
如
是
五
姓
具
如
別
章
。

（

続
一
｜
三
四
｜
三
九
三
右
上
｜
右
下
）

こ
れ
に
よ
る
と
、
円
測
は
五
姓
を

三
乗

不
定

無
性

の
三
つ
に
大
別
し
、
そ
の
う
ち
の
三
乗
と
不
定
と
は

有
性

で
あ
る

と
い
う
。
そ
し
て
、
声
聞
・
独
覚
・
菩
薩
が
そ
れ
ぞ
れ
自
乗
の
悟
り
の
因
子
（
涅
槃
種
性
）
し
か
持
た
な
い
の
に
対
し
て
、
不
定
種
姓
は

三
乗
の
因
子
を
持
っ
て
お
り
、
仏
菩
薩
の
大
悲
方
便
に
摂
受
さ
れ
、
回
心
し
て
必
ず
仏
果
に
趣
く
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
不
定
種
性
が

三
乗
の
因
子
を
持
つ
な
ら
ば
、
声
聞
や
縁
覚
に
も
な
り
得
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
円
測
は
、
不
定
種
性
を
最
終
的
に
は
必
ず
大
乗
に
回

向
す
る
も
の
と
み
な
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
先
に
引
用
し
た

仏
地
経
論

の

前
四
種
性
雖
無
時
限
、
然
有
畢
竟
得
滅
度
期
。
諸
仏
慈

悲
巧
方
便
故
。

と
い
う

え
方
に
等
し
い
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
不
定
種
姓
に
は

性
種
姓

と

習
種
姓

の
二
つ
の
因
子
も
あ
る
と
い
う
。
円
測
は
イ
ン
ド
諸
師
の
立
て
る
諸
説
の
う
ち
護

法
の
も
の
を
正
説
と
し
、
性
種
姓
・
習
種
姓
が
法
爾
・
新
薫
の
二
種
子
に
相
当
す
る
と
説
明
し
て
い
る
。
性
種
姓
（
本
性
住
種
性
）
と
習

種
姓
（
習
所
成
種
性
）
は
、

伽
論

等
の
唯
識
論
書
や

宝
性
論

に
見
ら
れ
る
観
念
で
あ

10
る
が
、
五
姓
各
別
論
争
に
お
い
て
は

成

唯
識
論

の
種
子
説
が
浸
透
す
る
に
つ
れ
て
、
次
第
に
争
点
と
し
て
浮
上
し
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
次
に
、

趣
寂
声
聞
定
不
成
仏

と

向
声
聞
定
得
成
仏

の
記
述
を
検
討
し
た
い
。
前
者
は
定
性
二
乗
の
不
成
仏
を
、
後
者

は
不
定
種
姓
の
成
仏
に
関
す
る
議
論
で
あ
る
。

解
深
密
経

の
本
文
で
は
両
者
が

等
に
説
か
れ
て
い
る
が
、
円
測
の
注
釈
で
は
後
者

の

向
声
聞

の
方
に
多
く
の
紙
数
が
費
や
さ
れ
て
い
る
。

謂
回
向
声
聞
、
即
是

伽
五
種
姓
中
不
定
種
性
者
。
或
是
漸
鈍
（
頓
）
二
菩
薩
中
漸
悟
所
摂
。
彼
定
成
仏
故
。
…
中
略

…
如

伽
八

十
彼
云
、

云
何
為
四
種
声
聞
。
一
者
変
化
声
聞
、
二
者
増
上
慢
声
聞
、
三
者

向
菩
提
声
聞
、
四
者
一
向
趣
寂
声
聞
。
…
中
略
…
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向
菩
提
声
聞
者
、
謂
従
本
来
是
極
微
劣
慈
悲
性
。
由
親
近
如
来
住
故
。
於
広
大
仏
法
中
起
大
功
徳
想
薫
修
相
続
、
雖
到
究
竟
住
無

漏
界
而
蒙
諸
仏
覚
悟
引
入
方
便
開
導
。
由
此
因
故
便
発
趣
広
大
菩
提
。
由
楽
寂
故
於
此
加
行
極
成
遅
鈍
。
不
如
初
始
発
心
有
仏
種
性

者
。
一
向
趣
寂
声
聞
者
、
謂
従
本
来
最
極
微
劣
慈
悲
種
姓
故
、
一
向
棄
背
利
益
衆
生
事
故
、
於
生
死
苦
極
怖
畏
故
、
唯
有
安
住
涅
槃

意
楽
、
究
竟
不
能
趣
大
菩
提
。

（

続
一
｜
三
四
｜
三
九
三
左
上
｜
三
九
四
右
下
）

即
ち
、

向
声
聞

は
五
姓
で
言
え
ば
不
定
種
性
、
頓
漸
二
菩
薩
で
言
え
ば
漸
悟
の
菩
薩
で
あ
り
、
必
ず
成
仏
で
き
る
と
説
明
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
声
聞
に
関
す
る
諸
説
が
あ
げ
ら
れ
、

伽
論

等
の
四
種
声
聞
の
説
が
正
説
と
さ
れ
て
い
る
。
所
引
の

伽
論

巻
八
〇
の
記
述
に
よ
る
と
、

向
菩
提
声
聞

は
如
来
に
親
近
し
て
い
る
た
め
に
慈
悲
心
が
薄
く
、
仏
の
方
便
に
誘
引
さ
れ
て
菩
提
心

を
起
こ
す
の
で
修
行
の
成
就
が
遅
い
。
そ
の
点
で
、
初
め
か
ら
仏
種
性
を
有
す
る
初
発
心
の
菩
薩
に
及
ば
な
い
と
い
う
。
円
測
は
、
こ
の

よ
う
な
記
述
か
ら
不
定
種
姓
と
菩
薩
種
姓
の
違
い
は
成
仏
の
遅
速
に
あ
る
と
解
釈
し
、
頓
漸
二
菩
薩
と
い
う
分
類
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
、
定
性
二
乗
に
相
当
す
る

一
向
趣
寂
声
聞

の
説
明
を
見
て
み
る
と
、
慈
悲
心
が
薄
い
こ
と
は

向
菩
提
声
聞

と
同

じ
で
あ
る
が
、
衆
生
利
益
を
厭
い
涅
槃
に
安
住
す
る
た
め
に
成
仏
が
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

同
じ
声
聞
で
あ
り
な
が
ら
成
・
不
成
の
差
が
生
じ
て
し
ま
う
原
因
に
つ
い
て
、
円
測
は

伽
論

巻
三
七
の
一
節
を
引
用
し
て
次
の

よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

誓
願
即
当

向
声
聞
。
於
声
聞
乗
已
誓
願
後
未
発
大
願
、
名
為
誓
願
亦
名

向
。
若
已
発
大
菩
提
者
、
即
是
菩
薩
。
誓
願
所
摂
不
名

声
聞
。

（

続
一
｜
三
四
｜
三
九
四
右
下
｜
左
上
）

即
ち
、
声
聞
乗
に
お
い
て
誓
願
を
発
す
る
も
の
が

向
声
聞

で
あ
り
、
も
し
菩
提
心
を
起
こ
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
人
は
声
聞
で
は

な
く
菩
薩
で
あ
る
と
い
う
。
円
測
は
、
発
菩
提
心
こ
そ
が
、
声
聞
が
無
余
涅
槃
に
入
ら
ず
大
乗
に
廻
向
す
る
条
件
で
あ
る
と

え
て
い
た
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よ
う
で

11
あ
る
。

こ
の

向
菩
提
声
聞

、
即
ち
不
定
種
性
の
成
仏
は

解
深
密
経
疏

の
随
所
に
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と

12
か
ら
、
円
測
の
五
姓
各
別

に
関
す
る
思
想
の
特
徴
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

四

成
唯
識
論
掌
中
枢
要

の
五
姓
各
別
説

基
の
五
姓
各
別
に
関
す
る
最
も
詳
細
な
議
論
は
、

成
唯
識
論
掌
中
枢
要

（
以
下

掌
中
枢
要

と
略
す
）
巻
上
本
の

所
被
機

、
即

ち
衆
生
の
機
根
に
つ
い
て
述
べ
る
な
か
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は

述
異

叙
同

所
被

に
三
分
さ
れ
る
。
先
ず

述
異

で

は
、
仏
典
に
説
か
れ
る
衆
生
の
分
類
に
つ
い
て
、
一
乗
か
ら
五
姓
ま
で
が
順
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
次
の

叙
同

で
は
、
そ
れ
ら
の
説

が
五
姓
各
別
の
立
場
か
ら
徹
底
し
て
会
通
さ
れ
る
が
、
議
論
の
内
容
は
無
性
有
情
と
そ
の
不
成
仏
を
め
ぐ
る
論
証
が
殆
ど
を
占
め
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
基
が
無
性
有
情
を
基
準
と
し
て
五
姓
各
別
説
を
理
解
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
基
は
無
性
有
情
の
概
念

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

然
第
五
性
合
有
三
種
。
一
名
一

底
迦
、
二
名
阿

底
迦
、
三
名
阿
顚
底
迦
。
一

底
迦
、
是
楽
欲
義
。
楽
生
死
故
。
阿

底
迦
、

是
不
楽
欲
義
。
不
楽
涅
槃
故
。
此
二
通
不
断
善
根
人
。
不
信
愚
癡
所
覆
蔽
故
。
亦
通
大
悲
菩
薩
。
大
智
大
悲
所
薫
習
故
。
阿
顚
底
迦
、

名
為
畢
竟
。
畢
竟
無
涅
槃
性
故
。
此
無
性
人
亦
得
前
二
名
也
。
前
二
久
久
当
会
成
仏
、
後
必
不
成
。
…
中
略
…
無
種
性
者
現
当
畢
竟

二
倶
不
成
。
合
経
及
論

提
有
三
。
一
断
善
根
、
二
大
悲
、
三
無
性
。
起
現
行
性
有
因
有
果
。
由
此
三
人
及
前
四
性
、
四
句
分
別
。

一
因
成
果
不
成
、
謂
大
悲

提
。
二
果
成
因
不
成
、
謂
有
性
断
善

提
。
三
因
果
倶
不
成
、
謂
無
性

提
二
乗
定
性
。
四
因
果
倶
成
、

謂
大
智
増
上
不
断
善
根
而
成
仏
者
。

（
大
正
四
三
、
六
一
〇
ｃ
｜
六
一
一
ａ
）
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基
は
、
第
五
性
を
ひ
と
ま
ず
一

提
と
み
な
し
、
そ
れ
を
一

底
迦
（icch

a
n
tik
a

）・
阿

底
迦
（a

cch
a
n
tik
a

）・
阿
顚
底
迦
（a

ty
-

a
n
tik
a

）
の
三
つ
に
分
類
し
て
い
る
。
即
ち
、
生
死
を
願
う

断
善
根

、
涅
槃
を
願
わ
な
い

大
悲

、
畢
竟
無
涅
槃
性
の

無
性

の

三
つ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
前
二
者
は
遠
い
将
来
に
は
成
仏
の
可
能
性
が
あ
り
、
実
に
は
善
根
を
断
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
残
る
無

性
だ
け
は
絶
対
に
成
仏
で
き
な
い
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
何
故
な
ら
ば
、

無
性

（
及
び
定
性
二
乗
）
は
現
在
・
未
来
に
お
い
て
、
決
し

て
菩
提
の
因
果
が
成
就
し
な
い
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
、

断
善
根

は
成
仏
す
る
可
能
性
が
あ
り
な
が
ら
現
在
は
そ
の
因

を
積
ん
で
い
な
い
者
、

大
悲

は
既
に
菩
提
の
因
を
積
み
な
が
ら
未
だ
に
果
を
取
ら
な
い
者
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
厳
し
く
規

定
さ
れ
た

無
性

の
概
念
を
基
準
と
し
て
、
衆
生
の
分
類
に
関
す
る
諸
説
を
会
通
し
た
後
、
基
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

大
乗
有
性
、
衆
所
共
許
、
定
性
二
乗
及
無
性
者
、
人
所
不
悉
。

（
大
正
四
三
、
六
一
一
ａ
）

こ
れ
は
、
大
乗
に
お
け
る
有
性
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
経
論
で
述
べ
ら
れ
て
き
た
が
、
定
性
二
乗
と
無
性
有
情
に
つ
い
て
は

未
だ
詳
ら
か
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
、
基
が
定
性
二
乗
と
無
性
有
情
の
不
成
仏
説
を
、
新
訳
の
唯
識
思
想

に
特
有
の
宗
義
で
あ
る
と

え
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
基
が

無
性

を
基
準
と
し
て
五
姓
各
別
説
を
解
釈
し
た
理
由
は
、
こ
こ
に
あ

る
の
で
あ
ろ
う
。

基
は
ま
た
、
無
性
有
情
の
存
在
と
そ
の
不
成
仏
を
証
明
す
る
た
め
に
、

伽
論

巻
六
七
の
無
性
に
関
す
る
五
番
問
答
を
殆
ど
そ
の

ま
ま
引
用
し
て
い
る
。
次
に
あ
げ
る
の
は
、
五
番
目
の
問

無
応
転
有
難

と
そ
の
答
の
一
部
で
あ
る
。

如
是
先
無
般
涅
槃
法
種
性
、
何
故
不
於
一
時
成
有
般
涅
槃
法
種
性
耶
。
…
中
略
…
又
応
責
彼
。
無
涅
槃
法
下
劣
界
者
、
①
為
則
此
生

転
成
有
性
、
②
為
於
後
生
。
①
若
則
此
生
、
ａ
彼
遇
縁
已
於
現
法
中
、
為
能
起
順
解
脱
分
善
、
ｂ
為
不
能
耶
。
ａ
若
言
不
能
、
現
起

善
根
而
言
無
性
、
不
応
道
理
。
ｂ
若
言
能
者
、
彼
遇
良
縁
現
法
不
能
起
順
解
脱
善
、
而
言
転
成
般
涅
槃
法
者
、
不
応
道
理
。
②
若
言
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後
生
方
成
有
姓
、
ｃ
彼
為
先
生
積
集
善
根
、
後
生
遇
縁
方
起
彼
善
、
ｄ
為
先
不
集
。
ｃ
若
言
先
集
、
彼
於
此
生
値
遇
良
縁
能
起
善
根
、

而
言
後
世
方
成
有
性
、
不
応
道
理
。
又
如
彼
因
応
空
無
果
。
ｄ
若
先
不
集
、
是
則
此
人
前
後
相
似
倶
未
集
善
、
而
言
後
世
方
成
有
性

非
此
生
者
、
不
応
道
理
。

（
大
正
四
三
、
六
一
一
ｃ
｜
六
一
二
ａ
）

こ
こ
で
は
、
無
性
有
情
も
い
つ
か
は
有
性
に
転
じ
得
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
質
問
に
対
し
、
答
者
は
、
①
現
世
で
転
じ
る
場
合
と
、

②
後
世
で
転
じ
る
場
合
と
を
仮
定
し
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
を
二
分
し
て
反
論
し
て
い
る
。
①
現
世
の
場
合
、
ａ
既
に
仏
縁
に
あ
っ
て
善
根

を
起
こ
せ
ば
無
性
と
は
言
え
ず
、
ｂ
仏
縁
に
あ
っ
て
も
善
根
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
有
性
に
転
じ
た
と
は
言
え
な
い
。
②
後
世
の
場
合
、
ｃ

現
世
で
善
根
を
積
み
後
世
で
仏
縁
に
あ
っ
た
の
な
ら
ば
後
世
で
転
じ
た
と
は
言
え
ず
、
ｄ
前
世
で
善
根
を
積
ま
な
け
れ
ば
後
世
で
仏
縁
に

あ
っ
て
も
善
根
を
起
こ
さ
な
い
。
結
局
ど
の
場
合
も
道
理
に
合
わ
な
い
と
し
て
、
質
問
自
体
を
無
効
と
し
て
退
け
て
い
る
。
答
者
は
無
性

の
存
在
を
議
論
の
前
提
と
し
て
お
り
、
無
性
有
情
は
決
し
て
善
根
を
積
む
こ
と
が
な
く
有
性
に
転
ず
る
こ
と
も
な
い
と
主
張
す
る
こ
と
が
、

こ
の
問
答
の
目
的
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、

又
如
彼
因
応
空
無
果

と
は
、
無
性
有
情
が
成
仏
の
因
と
し
て
善
根
を
積
ん
だ
と
し
て
も
、

そ
れ
は
空
で
あ
り
果
を
結
ば
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、

仏
地
経
論

の

無
有
出
世
功
徳
種
性

の
説
明
や
、
基
の
無

性
有
情
は
因
果
と
も
成
じ
な
い
と
い
う
解
釈
と
、
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

伽
行
派
に
お
け
る
五
番
問
答
の
位
置
は
そ
れ
ほ
ど
高
い
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
小
乗
に
お
け
る
議
論
で
あ
る
と
み
な

さ
れ
て
い
る
。

伽
論

で
は
声
聞
地
の
所
収
で
あ
り
、
世
親
の

仏
性
論

で
は
問
答
の
す
べ
て
が

小
乗
執

と
し
て
論
破
さ
れ

て

13
い
る
。
基
は
そ
れ
を
知
な
が
ら
、
あ
え
て
五
番
問
答
を
全
面
的
に
引
用
し
、
無
性
有
情
の
存
在
と
そ
の
不
成
仏
の
論
証
と
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
基
が
五
姓
各
別
の
宗
義
を
立
て
る
に
あ
た
り
、
無
性
有
情
を
い
か
に
重
視
し
て
い
た
か
が
窮
え
る
で
あ
ろ
う
。

基
は
こ
の
よ
う
な
議
論
を
援
用
し
た
後
、

所
被

に
お
い
て
、
さ
ら
に
定
性
二
乗
と
無
性
有
情
の
存
在
を
証
明
す
る
経
文
を
並
べ
、
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五
姓
各
別
に
関
す
る
議
論
の
結
び
と
し
て
い
る
。

基
の
五
姓
各
別
に
関
す
る
議
論
で
は
無
性
有
情
の
存
在
と
そ
の
不
成
仏
に
つ
い
て
詳
説
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
論
調
は
他
の
著
作

に
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
り
、
基
の
五
姓
各
別
観
の
特
徴
と
言
え
る
で
あ

14
ろ
う
。

五

円
測
と
基
の
議
論
の
背
景

円
測
と
基
は
と
も
に
五
姓
各
別
を
主
張
し
な
が
ら
、
一
方
は
不
定
種
姓
の
成
仏
を
、
他
方
は
無
性
有
情
の
不
成
仏
を
強
調
し
て
い
る
こ

と
が
知
ら
れ
た
。
両
者
の
こ
の
よ
う
な
違
い
は
、
何
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
二
つ
の
点
か
ら

え
て
み
た
い
。

第
一
に
は

伽
行
派
に
お
け
る
五
姓
各
別
説
の
形
成
過
程
の
問
題
、
第
二
に
は
中
国
の
唯
識
学
派
に
お
け
る
歴
史
的
状
況
と
い
う
問
題
で

あ
る
。

第
一
は
、
五
姓
各
別
説
が
形
成
さ
れ
る
以
前
、
不
定
種
姓
と
無
性
有
情
と
は
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
論
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
問
題
で
あ
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
円
測
と
基
の
議
論
に
は
顕
著
な
違
い
が
あ
り
な
が
ら
、
ど
ち
ら
も

伽
行
派
の
経
論
の
記
述
に

矛
盾
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
も
と
も
と

伽
行
派
に
お
い
て
、
不
定
種
姓
と
無
性
有
情
と
の
思
想
的
連
絡
は
あ
ま
り
緊
密
で

は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
て
議
論
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

不
定
種
姓
は
、

伽
行
派
が
一
乗
と
三
乗
の
関
係
を
追
究
す
る
中
で
創
案
し
た
観
念
で
あ
る
。

伽
行
派
に
お
い
て
一
乗
と
三
乗
の
矛

盾
し
た
関
係
が

解
深
密
経

大
乗
荘
厳
経
論

摂
大
乗
論

等
で
整
理
さ
れ
て
い
く
過
程
で
、
一
乗
と
三
乗
を
架
橋
す
る

大
乗
に

廻
向
す
る
声
聞

が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
種
姓
と
し
て
定
型
化
し
た
も
の
が
、
不
定
種
姓
の
観
念
で
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あ
る
。
不
定
種
姓

は
、
善
根
の
練
成
に
よ
っ
て
菩
薩
へ
と
転
換
し
て
い
く
可
能
性
を
示
す
こ
と
か
ら
、
修
道
上
、
最
も
重
視
す
べ
き
種
姓
で
あ
る
と
言
え
る
。
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も
し
も
、
そ
の
優
位
性
を
示
そ
う
と
す
れ
ば
、
大
乗
に
転
向
し
な
い
定
性
二
乗
と
の
差
が
自
ず
か
ら
強
調
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
定
性
二
乗

の
不
成
仏
説
や
、
無
余
涅
槃
に
関
す
る
議
論
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
生
じ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

一
方
の
無
性
有
情
は
、
断
善
根
（
一

提
）
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
る
問
題
か
ら
生
じ
た
観
念
で
あ
ろ
う
。
大
乗
に
お
け
る
断
善
根
は
、

現
実
に
悪
を
犯
す
衆
生
が
い
る
こ
と
を
認
め
、
そ
の
救
済
を
も

察
の
対
象
に
す
る
と
い
う
点
で
、
注
目
す
べ
き
観
念
で
あ
る
。
全
仏
教

の
綜
合
を
目
指
す

伽
行
派
は
、
そ
れ
を
無
性
有
情
と
い
う
種
姓
の
一
つ
と
し
て
取
り
込
も
う
と
し
た
。
そ
し
て
、
声
聞
・
独
覚
・
菩
薩

と
の
違
い
を
際
立
た
せ
る
た
め
に
、
無
性
有
情
の
不
成
仏
説
が
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
端
緒
は
既
に

大
乗
荘

厳
経
論

に
窺
え

16
る
が
、

伽
論

や

仏
地
経
論

の
無
性
有
情
の
解
釈
は
そ
の
代
表
で
あ
る
と
言
え
る
。

伽
行
派
の
中
で
お
そ
ら
く
は
別
々
に
発
展
し
た
不
定
種
姓
と
無
性
有
情
は
、
声
聞
・
独
覚
・
菩
薩
の
三
乗
と
組
み
合
わ
さ
れ
、
最
終

的
に
五
姓
が
整
備
さ

17
れ
た
。
そ
の
時
期
は
、
五
姓
が
初
め
て
列
挙
さ
れ
た

仏
地
経
論

の
成
立
か
ら
そ
れ
ほ
ど
溯
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
推
測
に
よ
る
な
ら
ば
、
円
測
と
基
の
議
論
が
顕
著
な
違
い
を
生
じ
た
遠
因
は
、
も
と
も
と
は

伽
行
派
に
お
い
て
別
々
に
議
論

さ
れ
て
い
た
不
定
種
姓
と
無
性
有
情
の
観
念
が
、
思
想
的
連
絡
が
不
十
分
な
ま
ま
五
姓
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
あ
る
と

言
え
る
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
は
、
よ
り
決
定
的
な
理
由
と
し
て
、
唯
識
学
派
の
歴
史
的
状
況
と
い
う
問
題
が

え
ら
れ
る
。

円
測
（
六
一
三
｜
六
九
六
）
は
一
五
歳
で
新
羅
か
ら
入
唐
し
て
摂
論
学
派
に
学
び
、
玄

が
帰
国
（
六
四
五
年
）
す
る
や
そ
の
門
下
に
投

じ
、
新
訳
の
唯
識
思
想
を
学
ん
だ
人
物
で
あ
る
。
玄

は
帰
国
後
五
年
間
の
う
ち
に
主
要
な
唯
識
文
献
を
訳
了
し
、

伽
論

解
深
密

経

摂
大
乗
論

等
が
初
期
の
玄

門
下
の
研
究
対
象
と
な
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っ
た
。
円
測
の

解
深
密
経
疏

は
玄

没
後
の
成
立
で
あ
る
が
、

解
深

密
経

を
中
心
に
唯
識
思
想
を
総
括
す
る
内
容
か
ら
す
る
と
、
そ
の
綱
要
は
か
な
り
早
い
時
期
に
で
き
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
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摂
論
学
派
と
唯
識
学
派
の
双
方
に
学
ん
だ
円
測
に
と
っ
て
、
一
切
皆
成
説
と
五
姓
各
別
説
と
の
矛
盾
は
、
自
己
の
思
想
遍
歴
に
密
着
し

た
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
一
切
皆
成
論
者
か
ら
五
姓
各
別
論
者
に
転
向
し
な
が
ら
、
無
性
有
情
説
に
は
距
離
を
置
き
、

不
定
種
姓
説
に
着
目
し
た
、
円
測
の
姿
勢
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
一
切
皆
成
説
は
、
悉
有
仏
性
を
謳
い
上
げ
る
一
方
で
、
修
善
の
意
味

を
見
失
な
わ
せ
る
危
険
を
も
孕
む
、
一
つ
の
極
論
で
あ
る
。
ま
た
、
絶
対
に
成
仏
で
き
な
い
衆
生
を
説
く
無
性
有
情
説
も
、
霊
潤
が
批
判

す
る
よ
う
に
、
修
善
に
つ
い
て
同
様
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
し
か
し
、
円
測
が
関
心
を
向
け
た
不
定
種
姓
説
は
、
仏
性
の
有
無
を
極
言

す
る
こ
と
な
く
、
し
か
も
成
仏
に
向
け
て
修
善
を
勧
発
す
る
も
の
で
あ
る
。
円
測
は
お
そ
ら
く
、
不
定
種
姓
説
の
中
に
旧
来
の
仏
性
思
想

を
批
判
的
に
包
摂
す
る
こ
と
で
、
一
切
皆
成
説
や
無
性
有
情
説
の
持
つ
極
論
の
陥
穽
を
回
避
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は

仏

地
経
論

の
解
釈
を
一
面
で
継
承
す
る
立
場
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
円
測
が
自
身
の
思
想
的
立
場
を
整
合
さ
せ
る
た
め
に
見
定
め
た
立

脚
点
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
基
（
六
三
二
｜
六
八
二
）
は
一
七
歳
で
出
家
し
て
玄

に
師
事
し
、
二
五
歳
で
訳
場
に
列
し
た
生
え
抜
き
の
弟
子
で

あ
る
。
基
は

成
唯
識
論

（
六
五
九
年
）
の
翻
訳
に
従
事
し
た
こ
と
を
契
機
に
、

成
唯
識
論
述
記

成
唯
識
論
掌
中
枢
要

を
著
し

て
旧
説
を
批
判
し
、
新
訳
の
唯
識
思
想
の
宣
揚
に
一
生
を
費
や
し
た
。
従
っ
て
基
の
議
論
は
、
当
時
批
判
の
的
で
あ
っ
た
五
姓
各
別
説
を

あ
え
て
正
面
か
ら
主
張
す
る
な
ど
、
一
切
皆
成
論
者
と
の
対
決
姿
勢
が
顕
著
で
あ
る
。
そ
の
姿
勢
は
、
先
述
の
よ
う
に
、
無
性
有
情
と
定

性
二
乗
の
不
成
仏
説
こ
そ
が
新
訳
の
唯
識
思
想
を
代
表
す
る
宗
義
で
あ
る
と
い
う
、
基
の
確
信
に
支
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

初
め
か
ら
新
訳
で
学
ん
だ
基
に
し
て
み
れ
ば
、
一
切
皆
成
説
は
論
破
の
対
象
で
は
あ
っ
て
も
、
自
己
の
思
想
と
不
可
分
の
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
悉
有
仏
性
を
自
明
の
も
の
と
し
て
鼓
吹
す
る
思
想
は
、
む
し
ろ
諸
悪
と
の
対
峙
を
避
け
た
楽
観
的
で
曖
昧
な
も
の
に
映
じ
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
が
基
の
舌
鋒
を
さ
ら
に
鋭
く
し
、
独
自
の
思
想
的
立
場
の
確
立
を
促
し
た
の
で
あ
る
。
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基
の
尖
鋭
な
議
論
は
、
以
後
の
五
姓
各
別
論
争
に
お
い
て
賛
否
と
も
に
言
及
さ
れ
続
け
、
そ
の
結
果
、
五
姓
各
別
説
と
い
え
ば
無
性
有

情
と
い
う
印
象
が
定
着
す
る
に
至
っ
た
。
一
方
、
円
測
の
議
論
は
無
性
有
情
に
つ
い
て
は
多
言
せ
ず
、
不
定
種
姓
の
成
仏
に
そ
の
関
心
が

向
け
ら
れ
て
い
た
た
め
、
当
時
の
仏
性
の
有
無
を
め
ぐ
る
声
高
な
論
争
の
狭
間
に
埋
没
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
円

測
が
新
訳
寄
り
の
折
衷
派
と
称
さ
れ
、
ひ
い
て
は
一
切
皆
成
論
者
と
誤
解
さ
れ
る
、
一
つ
の
原
因
と
な
っ
た
の
で
あ

19
ろ
う
。

六

結

語

以
上
、
円
測
と
基
の
五
姓
各
別
に
関
す
る
議
論
の
特
徴
を
指
摘
し
、
両
者
の
思
想
に
差
異
が
生
じ
た
背
景
と
し
て
、
教
理
的
及
び
歴
史

的
要
因
に
つ
い
て
推
察
し
た
。

察
か
ら
は
、
唐
初
期
の
唯
識
学
派
で
は
五
姓
各
別
説
の
理
解
に
も
あ
る
程
度
の
幅
が
あ
り
、

伽
論

や

仏
地
経
論

の
記
述
と
矛
盾
す
る
こ
と
な
く
諸
説
が
論
じ
ら
れ
て
い
た
、
と
い
う
事
情
の
一
端
が
知
ら
れ
た
こ
と
と
思
う
。

円
測
は
、
仏
性
の
有
無
を
極
論
す
る
こ
と
を
避
け
、
善
根
を
練
成
し
て
菩
薩
へ
と
志
向
す
る
不
定
種
姓
に
着
目
し
た
。
そ
こ
に
は
、
不

定
種
姓
説
の
な
か
に
旧
来
の
仏
性
思
想
を
批
判
的
に
内
包
し
よ
う
と
い
う
円
測
の
意
図
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
一
方
、

基
は
無
性
有
情
の
不
成
仏
を
力
説
し
て
、
一
切
皆
成
論
者
と
鋭
く
対
立
し
た
。
基
が
五
姓
各
別
説
の
特
徴
と
し
て
定
性
二
乗
と
無
性
有
情

の
不
成
仏
説
を
重
視
し
た
の
は
、
そ
れ
が
新
訳
の
唯
識
思
想
の
宗
義
で
あ
る
と

え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

円
測
と
基
に
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
両
者
と
も
五
姓
各
別
を
自
ら
の
立
場
と
し
、
如
来
蔵
思
想
に
傾
斜
し
た
旧
来
の
仏
教
に
批
判

的
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
不
定
種
姓
説
は
、
声
聞
か
ら
菩
薩
へ
の
転
換
の
た
め
に
不
断
の
善
行
を
勧
め
る
も
の
で
あ
り
、
無
性

有
情
説
は
、
衆
生
の
犯
す
悪
行
に
つ
い
て
真

な
内
省
を
迫
る
も
の
で
あ
る
。
唯
識
学
派
に
お
け
る
五
姓
各
別
説
を
め
ぐ
る
議
論
の
意
義

は
、
隋
末
か
ら
唐
初
に
か
け
て
隆
盛
し
た
如
来
蔵
思
想
に
対
し
、
悉
有
仏
性
に
安
住
し
て
善
悪
の
境
を
晦
ま
す
こ
と
の
な
い
、
新
し
い
思
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潮
を
生
み
出
し
た
点
に
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

如
来
蔵
思
想
に
批
判
的
な
二
人
の
姿
勢
に
は
共
通
の
師
で
あ
る
玄

の
影
響
が
窺
え
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
で
論
ず
る
予
定
で

あ
る
。
ま
た
、
円
測
と
基
の
思
想
に
お
け
る
一
乗
と
五
姓
各
別
と
の
関
係
や
、

伽
行
派
に
お
け
る
五
姓
各
別
説
の
形
成
過
程
に
つ
い
て

は
、
さ
ら
に
調
査
を
要
す
る
た
め
、
今
後
の
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。

注１

大
唐
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝

大
正
五
〇
、
二
五
三
ｃ
。

２

常
盤
大
定

仏
性
の
研
究

（
一
九
三
〇
年
。
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
三
年
再
刊
）、
田
村
晃
祐

最
澄

法
華
秀
句

中
巻
に
つ
い
て

（

東
洋
大
学
文
学
部
紀
要

東
洋
学
論
叢

三
三
、
一
九
八
〇
年
）、
根
無
一
力

一
乗
仏
性
究
竟
論
の
撰
述
と
時
代
的
背
景

（

叡
山
学

院
研
究
紀
要

九
、
一
九
八
六
年
）
参
照
。

３

法
宝
の

一
乗
仏
性
究
竟
論

は
六
九
五
｜
六
九
九
年
頃
、
慧
沼
の

能
顕
中
辺
慧
日
論

は
七
一
四
年
迄
に
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
て

い
る
。
根
無
氏
の
前
掲
論
文
参
照
。

４

橘
川
智
昭

円
測
に
よ
る
五
姓
各
別
説
の
肯
定
に
つ
い
て
｜
円
測
思
想
に
対
す
る
皆
成
的
解
釈
の
再
検
討
｜

（

仏
教
学

四
〇
、
一
九

九
九
年
）
参
照
。
ま
た
、
本
稿
と
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、
同
氏
の

円
測
教
学
に
お
け
る
一
乗
論
｜
基
教
学
と
の
比
較
に
お
い
て
｜

（

東
洋
大
学
大
学
院
紀
要

三
一
、
一
九
九
四
年
）
が
あ
る
。
橘
川
氏
に
は
本
稿
の
作
成
に
当
た
り
適
切
な
助
言
を
頂
戴
し
た
。
こ
こ
に

謝
意
を
表
し
た
い
。

５

拙
稿

玄

の
摂
論
学
派
に
お
け
る
思
想
形
成

（

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要

四
二
｜
一
、
一
九
九
七
年
）
参
照
。

６

解
深
密
経
疏

続
一
｜
三
四
、
三
九
〇
左
下
。

７

法
華
秀
句

伝
全
三
、
一
五
五
。

８

法
華
秀
句

伝
全
三
、
一
六
四
。
理
性
行
性
説
の
起
源
に
つ
い
て
は
寡
聞
に
し
て
未
詳
で
あ
る
。
慧
遠

大
般
涅
槃
経
義
記

（
大
正
三

七
、
八
七
三
ｃ
）
に

理
性

果
性

の
語
が
あ
り
、
吉
蔵

大
乗
玄
論

（
大
正
四
五
、
三
九
ｂ
）
に
理
性
行
性
説
は

地
論
師

の
説

一
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と
あ
る
。

９

解
深
密
経
疏

と

掌
中
枢
要

は
、
何
れ
も

成
唯
識
論

（
六
五
九
年
訳
出
）
や

大
般
若
経

（
六
六
三
年
訳
出
）
を
引
用
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
玄

の
没
し
た
六
六
四
年
を
成
立
の
上
限
と
す
る
。
下
限
に
つ
い
て
は
、

解
深
密
経
疏

は

大
唐

の
記
述
が
見
ら

れ
る
こ
と
か
ら
武
周
革
命
以
前
の
六
九
〇
年
、

掌
中
枢
要

は
基
の
没
し
た
六
八
二
年
と
み
な
し
て
お
く
。
さ
ら
に
詳
細
な
比
定
も
可
能

で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
両
者
の
義
論
が
法
宝
と
慧
沼
の
論
争
に
先
行
し
、
お
そ
ら
く
は
六
七
〇
年
前
後
、
唯
識
学
派
の
最
盛
期
に
か
か
る

著
作
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
に
止
め
る
。

両
者
を
比
較
す
る
際
に
、
本
文
に
随
っ
て
注
釈
す
る

解
深
密
経
疏

と
自
由
に
宗
義
を
論
ず
る

掌
中
枢
要

と
で
は
、
著
者
の
思
想

が
一
方
は
抑
制
ぎ
み
に
、
他
方
は
鮮
明
に
現
れ
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、
随
文
解
釈
と
は
い
え
、
議
論
の
運

び
や
紙
数
の
量
な
ど
か
ら
著
者
の
主
張
を
読
み
取
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
同
じ
随
文
解
釈
で
あ
る

成
唯
識
論
述
記

の
五
姓

各
別
の
議
論
と
の
比
較
も
試
み
た
が
、
紙
数
は

掌
中
枢
要

の
十
分
の
一
に
す
ぎ
ず
、
末
尾
に
は

如
枢
要

と
あ
り
、
詳
細
は

掌
中

枢
要

に
譲
っ
て
い
る
。
そ
こ
で

掌
中
枢
要

を
見
る
と
、
そ
の
議
論
は
一
切
皆
成
説
を
予
想
し
つ
つ
五
姓
各
別
説
を
論
じ
て
い
る
と
い

う
点
で
、

解
深
密
経
疏

の
議
論
と
よ
く
対
応
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
両
者
の
叙
述
表
現
の
差
に
留
意
し
つ
つ
検
討
を
進
め
る
こ
と
で
、

円
測
と
基
の
五
姓
各
別
に
関
す
る
思
想
は
比
較
し
得
る
も
の
と

え
る
。

10

大
乗
仏
教
に
お
け
る
種
姓
論
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
高
崎
直
道

如
来
蔵
思
想
の
形
成

（
春
秋
社
、
一
九
七
四
年
）
参
照
。
特
に

伽

行
派
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
同
氏
の

種
姓
に
安
住
す
る
菩
薩
｜

伽
行
派
の
種
姓
論
・
序
説
｜

（

中
村
元
博
士
還
暦
記
念
論
集

イ
ン

ド
思
想
と
仏
教

春
秋
社
、
一
九
七
三
年
。
後
に

如
来
蔵
思
想
Ⅱ

所
収
、
一
九
八
九
年
、
法
蔵
館
）
参
照
。

11

仏
地
経
論

（
大
正
二
六
、
三
一
二
ｂ
｜
ｃ
）
に
も
不
定
種
姓
と
定
性
二
乗
の
違
い
と
し
て
誓
願
の
有
無
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

12

例
え
ば

解
深
密
経
疏

（

一
｜
三
四
、
三
九
一
右
上
｜
左
下
）
の
無
余
涅
槃
に
住
す
る
定
性
二
乗
は
大
乗
に
転
じ
な
い
と
い
う
問
題

で
は
、
定
性
二
乗
の
不
成
仏
を
言
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
無
余
涅
槃
に
入
る
前
に
大
乗
に
廻
向
す
る
こ
と
を
中
心
に
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。

無
余
涅
槃
に
入
ら
ず
大
乗
に
廻
向
で
き
る
の
は
、
他
な
ら
ぬ
不
定
種
姓
で
あ
る
。

13

仏
性
論

大
正
三
一
、
七
八
七
ｃ
｜
七
八
八
ｃ
。

14

成
唯
識
論
述
記

大
正
四
三
、
二
三
〇
ａ
。

大
乗
法
苑
義
林
章

大
正
四
五
、
二
六
四
ｂ
｜
二
六
七
ｃ
。

妙
法
蓮
華
経
玄
賛

三
四
、

六
五
六
ａ
｜
六
五
七
ａ
。
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15

長
尾
雅
人

一
乗
・
三
乗
の
論
議
を
め
ぐ
っ
て

（

塚
本
博
士
頌
寿
記
念

仏
教
史
学
論
集

一
九
六
一
年
所
収
。
後
に

中
観
と
唯
識

岩
波
書
店
、
一
九
七
八
年
所
収
）、
拙
稿

唯
識
学
派
に
お
け
る

一
乗

の
観
念
に
つ
い
て

（

印
度
学
仏
教
学
研
究

四
八
｜
二
、
二

〇
〇
〇
年
）
参
照
。

16

大
乗
荘
厳
経
論

大
正
三
一
、
五
九
五
ａ
｜
ｂ
。

17

勝
呂
氏
の
前
掲
書
（
二
一
五
頁
）
に
は
、

伽
行
派
の
実
践
論
と
し
て
三
乗
各
別
説
と
不
定
種
姓
説
の
二
種
類
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

18

結
城
令
聞

玄

と
そ
の
学
派
の
成
立

（

東
洋
文
化
研
究
所
紀
要

一
一
、
一
九
五
六
年
。
後
に

結
城
令
聞
著
作
選
集
第
一
巻

唯

誠
思
想

春
秋
社
、
一
九
九
九
年
所
収
）、
拙
稿

玄

の
大
乗
観
と
三
転
法
輪
説

（

東
洋
の
思
想
と
宗
教

一
六
、
一
九
九
九
年
）
参

照
。

19

円
測
の
五
姓
各
別
観
に
類
似
す
る
も
の
と
し
て
、
慧
沼

能
顕
中
辺
慧
日
論

（
大
正
四
五
、
四
三
九
ａ
｜
四
四
一
ｂ
）
の
行
性
の
議
論

や
、
良
遍
の

観
心
覚
夢
鈔

（
大
正
七
一
、
七
七
ａ
｜
ｂ
）
の
理
事
の
議
論
等
が
あ
る
。
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